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の補酵素，フラビンアデニンジヌクレオチド (~'AD) を結合しているの DAOは酸件ーアミノ酸を除く D-アミ
ノ酸を基質とし酸化的脱アミノ反応により.ケト厳とアンモニアを生成するの本論文は， DAO， DAO・基
質アナログ複合体およびDAO・ィミノ厳複合体の高次構造を.単結品X線解析法を闘いて決定し.分子
の全体構造，活性部位の基質認識機構.および触媒反応機構を明らかにしたものである。
大腸菌を用いて大量発現したDADを試料として結晶化を行いX線解析に適する結晶を得た。 4種類の
重原子誘導体を作成し，同形置換法を用いて.2.5A分解能でDAO・安息香酸複合体の高次構造を決定
した。続いて放射光データ (PF)を使用して.DAO・nアミノ安息香酸複合体とDAO・トリゴネリン複
合体の高次構造を分子量換法により2.5λ分解能で決定した。さらにDAOと基質の反応中間体である
DAO・ィミノ酸複合体結晶をソーキング法により作成し瞬間凍結法により放射光岡析データ CSpring-8)
を収集することに成功した。このデータを使ってDAO・ィミノ厳複合体の高次構造を2.5A分解能で決
定した。
DAO・安息香酸の構造より，各サブユニットにー・個存在する活性部位は分子の内部の空孔にあるω こ
の活性部位の構造で車も重要な発見は反応機構の前庭となっていた基質のプロトンを引き抜く塩基が存在
しなかったことである。このため従来の反応機構は否定されることとなったの真の反応機構を明らかにす
るために.DAO・O.アミノ安息吾般の構造を利用して.DAO・基質複合体モデルを構築した。二のモデ
ルにもとづいて.新たに 2つの反応機構， E問機構とイオン反応機構を提案した。真の反応中間休であ
るDAO・イミノ酸複合体の構造はこれらの反応機構を支持するものであった。
以上のように，本論文は.DAO. DAO・基質アナログおよびDAO・基質中間体の立体構造にもとづい
て，酵素の機能を解明したものであり，構造化学の発展に寄与する多くの成果を得ており，博寸:(理学)
の学位を授与するに値するものと審査した。
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